
 
 
 
   

プレスリリース 

2026年3月26日 

フィリップ モリス ジャパン合同会社 

 

フィリップ モリス ジャパン合同会社（本社：東京都千代田区 社長：シェリー・ゴー、以下、PMJ）は、2026年3月26日、大阪府と「環境」、「安

全・安心」、「地域活性化・まちづくり」、「人権・多様性」、「雇用」の５分野にわたる連携と協働に関する包括連携協定を締結しました。PMJ

が地方自治体と包括連携協定を締結することは、喫煙環境整備以外では今回初となり、同日には締結式も実施されました。 

3月26日の発表会にて 

（写真左から）大阪府知事 吉村洋文 様／フィリップ モリス ジャパン合同会社 社長 シェリー・ゴー 

 

本協定は、地方創生を通じて個性豊かで魅力ある地域社会の実現などに向けた取組みが進む中、持続可能で強い未来に向けた社会

的変革を目指し、未来を担う世代へより良い社会をつなぐ取組みを重視する PMJ と大阪府が連携・協働した活動をより一層深化させるこ

とを目的に締結するものです。3月26日（木）に実施した締結式では、大阪府知事 吉村洋文様とPMJ社長 シェリー・ゴーが登壇し、それ

ぞれの視点から本プロジェクトの意義を語りました。 

今回の連携による特に重点に置く取組みに関しまして、下記、二つの分野になります。 

⚫ 大阪農業の担い手育成： 大阪農業の成長産業化に向け、次世代リーダーの育成や支援プログラムを実施する予定。 

⚫ 地域防災力の総合強化： 昨年 9 月に関係団体と共に設立した「避難生活支援ネットワーク・EDAN」と緊密に連携し、災害時を想定

した物資提供要請および訓練等を実施する予定。 

フィリップ モリス ジャパンが大阪府との包括連携協定を締結 

https://edan-bosai.jp/


 
 
 
   
締結にあたり、吉村知事は「今後、フィリップ モリス ジャパンさんとお互いの強みを生かした取組みを共に創ります。」とコメントされました。

PMJ と大阪府は、このたびの連携により、次の取組みを実施し、地域の活性化及び大阪府民に対するサービスの向上につなげてまいり

ます。 

 

※PMJと大阪府の連携による今後の主な取組みの詳細に関しましては、別紙でご参照ください。 

  



 
 
 
   
＜関係者コメント＞ 

■大阪府 知事 吉村洋文（よしむら ひろふみ） 

 

 

■PMJ 社長 シェリー・ゴー 

 

 

 

 

  

「本日、大阪府様との包括連携協定を締結できたことを大変うれしく思います。私たちは、未

来を担う世代のために、より活気に満ちた持続可能な未来を築きたいという共通の思いのも

と、今回の連携は、2026年以降に向けた有意義な取組みを推進するための強固な基盤に

なると信じています。今後も大阪府様と緊密に協力していくことを楽しみにしております。」 

「大阪府におきましては、広域連携による防災力の強化を図り、南海トラフ地震に備えるこ

とや、農業では、特性をいかした魅力ある産業として発展させる取組みを進めており、フィリ

ップ モリス ジャパンさんの強みを活かした多くのご提案をいただいていることは、力強いか

ぎりです。 今後は、フィリップ モリス ジャパンさんの社会的価値の創出に向けた専門的な

知見をお借りしながら、お互いの強みを生かした取組みを共に創り、大阪の持続的な成

長・発展に向けて、連携を進めてまいります。」 

 

  

 

○今後は、フィリップモリスジャパンさんの社会的価値の創出に向けた専門的な知見をお

借りしながら、お互いの強みを生かした取り組みを共に創り、大阪の持続的な成長・発展に

向けて、連携を進めてまいりたいと。」 



 
 
 
   
別紙 

＜本協定で連携・協働していく分野および主な連携事例（令和8年度～令和10年度）＞ 

◎重点 

 連携分野 主な連携事例 

① 環境 

 

 

◎大阪農業の成長産業化に向けた担い手育成 

大阪農業の成長産業化に向け、高付加価値化の実践者やマーケティング等の専門家を講師として招聘

し、意欲ある担い手を対象とした経営管理能力の高度化に資する研修・講座を連携して実施します。 

 

○海洋プラスチックごみ対策への協力 

街から川を通じて海に流入するプラスチックごみを減らすため、府内での清掃活動を行うなど、海洋プラス

チックごみ対策の推進に協力します。 

 

② 安全・安心 ◎広域連携による防災力の強化 

近畿府県等の防災関係機関および関係団体と合同で実施する大規模防災訓練において、避難生活に

必要な物資の展示や防災啓発ブースの出展などに協力します。 

 

◎日本初の民間主体による避難生活支援ネットワーク「EDAN」との連携 

フィリップ モリス ジャパン合同会社が関係団体とともに設立した、発災後 48 時間以内に避難生活に必要

な物資（トイレ・キッチン・ベッド等）を要請に応じて迅速に提供する民間主体ネットワーク「避難生活支援ネ

ットワーク（Essential Disaster Assistance Network：EDAN）」と連携し、災害時を想定した物資提供要請および訓

練等を実施します。 

 

○災害時の現場対応力の向上 

災害発生時に使用する組立式トイレや入浴設備について、実際の組立方法や使用上の留意に関する知

見の提供を行います。 

 

○地域防災力を支える基盤強化 

地域防災基金への寄附を通じて、消防団を中核とした地域防災力の充実・強化に寄与します。 

 

③ 地域活性化・ 

まちづくり 

○御堂筋を彩る景観づくりの推進 

御堂筋イルミネーション基金への寄附を財源の一部として実施する大阪のシンボルストリートである御堂

筋のイチョウ並木を光で輝かせることにより大阪の魅力づくりの創出を図る御堂筋イルミネーションの実

施に寄与します。 

 

○中之島にぎわいの森づくりの推進 

中之島にぎわいの森づくり基金への寄附を通じて、水都大阪の魅力向上につながるみどりづくりを進める

一環として、中之島の川辺をみどりと遊歩道でつなぎ、みどり豊かなにぎわい空間を創出する「中之島に

ぎわいの森づくり」の取組みに寄与します。 

 



 
 
 
   
④ 人権・多様性 ○誰もがいきいきと暮らせる社会づくりの推進  

大阪府女性基金への寄附を通じて、男女がともにいきいきと暮らせる社会づくりを目指す男女共同参画

施策の推進に寄与します。 

 

⑤ 雇用 ○多様性を生かした人材活躍支援 

男女共同参画とダイバーシティ推進を企業理念とする立場から、講師登壇等を通じて、求職者および企

業向けセミナーの実施に協力します。 

 

 

 

  



 
 
 
   
PMIの企業ビジョン：「煙のない社会」のグローバルリーダー   

フィリップ モリス インターナショナル（以下「PMI」）は、「煙のない社会」の実現を目指し、長期的に紙巻たばこやニコチン以外の製品を含む

ポートフォリオの進化に取組む国際的消費財企業です。現在の製品ポートフォリオは、主に紙巻たばこおよび煙の出ないたばこ又はニコ

チン含有製品（以下「煙の出ない製品」）で構成されています。2025年12月31日時点で、PMI の煙の出ない製品は、世界で106市場にお

ける主要都市ないし全国規模で展開しており、全世界で推定4,350万人もの成人喫煙者（日本においては20歳以上、以下同）がPMIの煙

の出ない製品を使用していると推定されています。煙の出ない製品に関連する事業は、PMIの2025年通年の純売上の約41.5％を占めて

います。   

 

PMI は 2008 年以降、160 億米ドルを投資し、紙巻たばこの販売終了を目指して、喫煙を続ける成人喫煙者のために革新的な煙の出ない

製品の開発、科学的実証、市販化を行っています。これには、特に前臨床システム毒性学、臨床・行動研究、市販後調査の分野における

世界トップクラスの科学的評価能力の構築が含まれます。科学的根拠に基づく厳格な審査の結果、米国食品医薬品局（FDA）は、スウェ

ディッシュマッチ社の製品 General snus および経口ニコチンパウチ ZYN、ならびに PMI社の一部の IQOS デバイスとたばこスティックの販売

を許可しました。これは、それぞれのカテゴリーで初めての許可となります。また、一部 IQOS デバイスとたばこスティック、ならびに General 

snusは、初めてのリスク修飾(軽減)たばこ製品（MRTP：Modified Risk Tobacco Products）としてFDAの許可を取得しました。ライフ・サイエンス分

野における強固な基盤と重要な専門性を持つ PMI は、ウェルネス分野への拡大を長期的な目標としており、シームレスな健康体験の提

供を通じて生活をより豊かにすることを目指しています。  

 

詳細は、PMI のウェブサイト（www.pmi.com）および PMI サイエンス（www.pmiscience.com）をご覧ください。  

 

「煙のない社会」を目指すPMJについて  

フィリップ モリス ジャパン（PMJ）は、PMIの日本における子会社です。日本で販売されるPMI製品のマーケティング・販売促進活動を行って

います。PMJ は 1985 年に日本で営業を開始して以来、事業拡大と成長を続け、全国に約 1,600 人の従業員を擁し、日本のたばこ市場で

43％のシェア（2025年通期決算）を有する、加熱式たばこを中心に市場を牽引する企業です。PMJはPMIが掲げる「煙のない社会」を目指

す取組みをここ日本で推進しています。 PMJの「煙のない社会」の実現を目指し、加熱式たばこのみ利用可能な「煙のない」施設や観光地

などを全国で広げる取組みに関して詳しくはPMJウェブサイトをご覧ください： https://www.pmi.com/markets/japan/ja/home  


